
小中高一貫ふるさとキャリア教育推進事業（平成 28年度）
（研究指定）

研究指定校名 北海道寿都高等学校 寿都町立寿都中学校
寿都町立寿都小学校

寿都町立潮路小学校

１ 研究テーマ

小中高連携の深化によるキャリア教育の充実
～自然エネルギーなどの資源の活用により地域の活性化を担う人材の育成～

２ 研究の目的

寿都町のよさや魅力を理解させるとともに、生徒一人一人の進路希望を実現できるよう小中高の
一貫したキャリア教育をより一層充実させる。

３ 具体的な研究活動

項目 取 組 取り組んだ内容等の説明

・寿都町小中高連携推進委員会の中にふるさとキャリア部会を設置

① 全体計画の見直し
し、この部会を中心に取組を進めた。委員会の全体会議の日程調

整が難しくなっていることから、平成 28年度末の時点で平成 29年

全 度の全体会の日程を調整している。

体 ・児童生徒の発達段階に応じた振り返りシートを用意し、取組ごと

②キャリアノートの活 に児童生徒に記入させ、ファイルに保存させた。

用や改善点など ・小学校から中学校、中学校から高等学校への引継ぎが円滑に行え

るように努めなければならない。

・４月 24日 全町民海岸クリーン作戦

町民ボランティアによる「全町民海岸クリーン作戦」に参加した。

（対象：高 40、中 35、小 50）
・６月 15日、20日（２日間） かき漁業体験

地元企業（佐藤漁業・小西漁業）の協力を得て、かき漁業体験

を実施した。（対象：潮路小 17）
地 ・８月 24日 漁業体験
域 ③地域の特性や教育資

地元企業（小西漁業）の協力を得て、漁業体験を実施した。ダ 源を生かした取組
イ （対象：寿都小 11）
ス

・７月５日 職場体験キ
地元企業の協力を得て、町内での職場体験を実施した。！

プ （対象：中 26）
ロ

・10月 12日、13日（２日間） インターンシップジ
ェ 地元企業、寿都町役場等の協力を得て、インターンシップを実
ク

施した。（対象：高 28）ト
・６月 27日

寿都町内で働く同窓生による講演「社会人講話」を実施した。

④講演会の実施
（対象：高１年 29）

・12月 16日
小中高合同キャリア教育発表会において、寿都町長の講演を実

施した。（対象：高 57、中 75、小 36、学校関係者 35）



子
・８月 19日、23日（２日間）

寿都町在住の母子 19組、寿都町役場保健師の協力を得て、「赤ちど ⑤座談会の実施
も ゃんふれあい教室」を実施した。
ダ （対象：高 25、参加：母子 44、保健師３）イ
ス ・11月 17日
キ ⑥出前授業の実施 知事部局が主催する出前授業「次世代の親づくり講座」を実施
！

した。（対象：高 57）プ
ロ ・７月 21日 ３月中(予定) ２日間
ジ

⑦家庭科副読本を活用 少子化問題への理解を深めるとともに、自身のライフデザインェ
ク

した授業の実施 を考えるため「少子高齢化社会におけるキャリアプランニング」
ト

を実施した。（対象：高 28）

⑧その他、本事業に関連
する活動の実施

・12月 16日
そ 寿都町文化センターにおいて、今年度の各校種ごとのキャリア

教育の児童生徒による「寿都町小中高合同キャリア教育発表会」

を実施した。

の
他

（対象：高 57、中 75、小 36、学校関係者 35、保護者等６）

４ 活動の記録

［インターンシップ］ 高校

［実施日］

10月 12日、13日
［実施時間］

終日

［実施場所］

町内各事業所

［運営者又は講師等］

寿都高校

［協力先、連携先等］

［寿都漁業協同組合］ 寿都町役場、町内各事業所

［参加者］

寿都高校２年生

［実施内容］

寿都町役場や町内各事業所の協力を得て、インタ

ーンシップを実施した。

［実施後の児童生徒の変容］

インターンシップの活動を通して、町内の産業等

について関心が高まるとともに、進路選択をより真

剣に考えるようになった。

［そ の 他］


